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研究成果の概要（和文）： 
日本の血液がん患者を対象にウェブ調査を実施し、有効治療確立度と病歴によるがん治療法選
好の傾向を確認した。「平原・山岸 (2011)（認知科学, 18 巻）」により、平成 24 年度日本認知科
学会「特別賞」を受賞した。概要は下記の通りである：患者等による逸話的記録から、がん患
者の治療リスク知覚は病歴に依存して変化する可能性が指摘される。この現象を実証的に把握
するため、日本の患者組織から百二十名の調査回答を得た。因子分析により、【再発】【積極的
治療の有無】【医療事故】の三因子を抽出した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
As planned at the stage of grant application, the research team of Yamagishi and colleagues have 

administered web-based survey on cancer risk perception.  Cancer patients in Japan participated in as 

survey respondents.  The outcome, published as Hirahara and Yamagishi (2011) received the Special 

Award at the 2012 annual conference of Japan Cognitive Science Society.  The paper abstract reads as 

follows:  We investigated risk perception as it appears to breast cancer patients and how it develops. 

Confirmatory factor analysis revealed that there were three distinctive factors to which the patients' 

optimism on risk perception. Implications and possible extension are discussed. 
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１． 研究開始当初の背景 

「日本人の死因のトップであり、３人に１人

が亡くなるがん」（公明新聞：2009 年 10 月 2

日）という見出しが示すように、がんは誰に

とっても深刻な問題となり得る。日本の医学

的治療体勢は、Science 誌から（1992 年）世

界トップ水準の評価を得た。その充実ぶりは、

日本癌学会の 16,729 名という会員数にも現

れている（日本数学会の規模は 5,096 名と、

３分の１に満たない）。反面、「医療サービス

の顧客」即ちがん患者側の欲求や希望の科学

的分析は、本研究代表者が 2009 年に発表し

た学術誌論文を除き、未開拓分野という現状

である。本研究の目的は、患者によるリスク

知覚を分析対象とすることで、この空白を埋

めることにある。 

より詳細には、「患者による治療リスクの認

知」という従来注目されなかった現象を研究

対象とする事で、その動態を解明し、ひいて

は患者が主体的に治療選択肢を選ぶための

枠組みを提供することを目的に定めた。 

２． 研究の目的 

(1) がんを経験した人が世に出版する「闘病

記」的随筆には、しばしば「がんへの見方が、

病歴を重ねると共に変化する」という記述が

見られた。この現象を科学的・計量的に分析

する事で、「どの治療時期を契機に」「どのよ

うに」患者の治療リスク知覚が変化するかを

把握する事を目的とした。 

(2) 患者の互助組織「患者会」を調査対象と

して、ウェブ調査を実施した。自己報告によ

る病歴から「初発」と「再発以降」に病歴を

分類し、そのリスク知覚と異なる治療法選択

肢への選好の違いを明確化する事を目的と

した。 

３．研究の方法 

(1) 「患者会」登録患者を対象に、プライバ

シーを秘匿した上でウェブ調査を実施した。 

(2) 自己報告により、個々の調査回答者の病

歴を「初発」「再発以降」に分類し、別個の

計量分析を行った。 

(3) 日本で実施したと同様の調査を、連合王

国及び米合衆国の研究者の協力を得て、それ

ぞれの国で実施した。 

 

４．研究成果 

因子分析により、患者の治療リスク観を三因

子に分類する事が出来た。治療に関連するリ

スク認知の楽観性に3 因子（因子1-再発への

楽観性，因子2-強い治療への楽観性，因子3-

医療事故への楽観性）による因子構造が再確

認できた． 

また、患者が示す治療リスクに対する「楽観

度」即ち、自身が受けている治療が成功下に

終わり、後に再発を見る見込みも低いという

感覚が、「初発」「再発以降」という病歴およ

び調査時の治療状態によって異なる事を示

した。この結果を図 1 に示す。「治療リスク

楽観度スコア」の高得点は、楽観度が高い状

態を示す。 

 

また、本課題成果を発表した論文により平成

24 年度日本認知科学会「特別賞」を受賞した。 

将来的に、本課題の知見を拡張する見通しと

しては、調査対象とするがん種類の拡大が挙

げられる。本課題では、発生件数の多さから

「血液がん」「乳がん」患者を調査対象とし



た。将来的には、患者数は多少減少するが人

口に膾炙した「胃がん」「肺がん」等の患者

にも新たに調査を依頼し、本課題の知見に一

般性を持たせることを目指したい。 
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